
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５がつのえんだより  晴れ渡った空に新緑の青葉、すがすがしさを感じる季節となり

ました。 

 進級・入園から早１ヶ月。新しい生活やクラスにも段々と慣れ

てきて、園庭や各クラスから子どもたちの元気な声が響き渡って

います。 

 汗ばむほどの陽気かと思えば、まだ朝夕肌寒く、気温の差が激

しい時でもあります。体調管理には十分に気を付け、元気に過ご

せるようにしましょう。 

社会福祉法人 作陽保育園 

令和５年４月 25 日発行 

     ♪親子遠足について♪ 

 ５月 18日（木）は親子遠足です。今年はバスに乗ってまき

ばの館に出掛けます。（雨天時は、鏡野町文化スポーツセンタ

ー体育館でレクリエーションを行う予定です。）親子で伸び伸

びと触れ合いながら、楽しい１日にしたいと思います。 

今年度は白・緑・黄・桃組の親子での参加となります。 

（赤組の親子でも希望の方は参加も可能です。） 

※赤・りんご組は通常保育を行います。 

（白・緑・黄・桃組は保育を行いませんので、ご了承ください。） 

    ♪尿検査のお知らせとお願い♪ 

６月６日（水）に尿検査を行います。 

 この検査はプール遊びを楽しむために必ず必要ですので、

全員提出してください。（後日、詳細をお知らせします。） 

♪お願いとお知らせ♪ 

♪戸外遊びを思う存分楽しんでいます。気候に合わせて衣服の

調節を行いますので、ロッカーの中を確認して頂き、調節しやす

い衣服の用意をよろしくお願いします。（衣替えは６月ですが、

黄組以上は、暑い日は体操服着用の習慣をつけましょう。） 

♪暑くなってきたので、水分補給をしっかり行っていきます。お

茶がなくなったら、保育園の方で補充します。また、衛生面を考

えておやつ後には捨て、それ以降の水分補給は保育園のお茶で

対応します。 

♪４月より看護師の先生が勤務されています。よろしくお願い

します。 

♪個人懇談について♪ 

 新入園児の皆様、家庭訪問にうかがわせていただきありがとう

ございました。今年度も家庭訪問は新入園児のみとさせていただ

きましたので、下記の日程で個人懇談を行います。日頃の育児の

悩み相談、保育園でのお子様の様子について、お話しできればと

思います。 

【日程】 

〇白・緑組 ５月 22 日（月）～６月９日（金） 

〇黄・桃組 ６月頃   〇赤・りんご組 ７月頃 

を予定しています。 

※ご兄弟の方についてはどちらかの日程で調整もできますので

担任にお申し出ください。 

♪５月生まれのおともだち♪ 

     ♪空弁当日について♪ 

 新型コロナウイルス感染症防止のため中止しておりました空

弁当日を再開いたします。給食を空（から）のお弁当箱に自分で

詰めて、園外に出掛けてお弁当を食べます。 

１回目は、５月 16 日（火）に白組が行います。 

≪持ち物≫空っぽの弁当箱・箸・おしぼり・レジャーシート 

     エプロン・三角巾・マスク 

の用意をよろしくお願いします。 

心のページ 

「大きい意義ある小さな習慣」 

作陽学園の実践目標は「挨拶・掃除・合掌」です。園児、

生徒、学生と教職員すべての人が一人残らず実践して欲しい

と願っています。このことは一種の修行徳目です。毎日の生

活の中で、このことが習慣としてできるようになることが大

切です。 

この三つの行為は、人間にとり最も大切な布施行です。人

によろこびや幸せを与え、自分の人間性を高める行為です。 

挨拶は「おはよう」「おやすみ」「いただきます」「ごちそう

さま」「ただいま」「おかえり」「こんにちは」「さようなら」

などです。これらのことを心をこめて、ある場合は笑顔でで

きるようになりたいものです。 

 掃除は、くつをそろえる、いすをもとにもどす、おもちゃ

やえほんをかたづける、はきそうじ、ふきそうじをする、な

どです。 

 合掌は、掌（てのひら）を合わせることであり、感謝をす

ることです。「ありがとう」をいうことです。 

三つ児の魂百までといわれるように、小さい頃おぼえたこ

とは、生涯忘れない非常に大切な習慣です。できるようにな

ったら、しっかりほめてやりましょう。これは、小さな習慣

ですが、身につけた人は、自分の人生を価値あるものにし、

まわりの人にとってなくてはならない人になるでしょう。 

 


